
THFAカメイカップ 2019 U-15東北サッカー選抜大会 要項 

 

 1．大会趣旨  東北地域のサッカーレベルの向上を目指し、U-15年代の各県選抜チームがカメイカッ

プを競い合う中で、互いの技術や精神を磨き、各県や東北の課題を共有しそれを修正し

ていく場とする。 

 2．主 催 （一社）東北サッカー協会 

 3．主 管 （一社）宮城県サッカー協会 

4．後 援 宮城県教育委員会、仙台市教育委員会、（株）ベガルタ仙台、河北新報社 

（公財）宮城県スポーツ協会、東北中学校体育連盟 

 5．特別協賛 カメイ株式会社 

 6．協 賛  カメイ・プロアクト株式会社、仙台トヨペット株式会社 

カメイオート株式会社、オリックスレンタカー・カメイ株式会社 

株式会社宮城テレビ放送 

 7．期 日 2019年 10月 13日（日）～10月 14日（月） 

 8．会 場  ユアテックスタジアム仙台、ベガルタ仙台泉パークタウンサッカー場、松島フットボー

ルセンター 

 9．参加資格  (1) 東北 6県サッカー協会を通して、本年度に（公財）日本サッカー協会（以下、日本

協会という）に登録した者。 

(2)  各県サッカー協会より推薦された選抜チームであること。 

(3)  年齢は 15歳以下（中学生）であること。 

10．参加チーム  青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県の県選抜チーム 

11．競技方法 (1)  2グループのリーグ戦の後、両グループ同位同士による順位決定戦を行う。 

(2) 試合時間はグループリーグ60分（30分ハーフ）、順位決定戦 80分（40分ハーフ）

とし、ハーフタイムのインターバルは 10分間とする。 

(3) 順位決定戦で同点の場合は両チーム同位とする。ただし、1 位決定戦のみ 20 分の

延長戦を行い、なお決しない場合はペナルティキック方式により勝敗を決定する。 

(4)  グループリーグの順位決定方法は、以下の通りとする。 

① 勝点の多い方を上位とする。（勝利＝3点、引分＝1点、敗戦＝0点） 

② 勝点が同じ場合は、得失点差の多い方を上位とする。 

③ 得失点差が同じ場合は、総得点の多い方を上位とする。 

④ 総得点が同じ場合は、当該チーム同士の対戦結果の勝者を上位とする。 

⑤ なお、引き分けの場合は、抽選により順位を決定する。 

(5)  競技規則は、2019年度日本協会制定の「サッカー競技規則 2019/2020」による。 

(6)  各試合のエントリー選手は16名とし、各試合 5名まで交代できる。 

(7) 退場を命じられた選手は、次の 1試合に出場できない。その後の処置については、

本大会規律委員会において決定する。また、本大会中、警告を 2回受けた選手は次

の 1試合に出場することができない。 



12．参加申込   (1)  登録人数  監督 1名・コーチ（主務）1名、選手 16名を上限とする。 

(2)  締切日  2019年 9月 18日（水）必着（メールにて送信のこと） 

(3) 申込先  （一社）東北サッカー協会 事務局 

E-mail：r-tohoku@jfa.or.jp 

13．監督会議  10月 12日（土）18：00～ 宮城県サッカー場会議室（利府町）→ 天候のため中止 

14．組み合わせ 前年度U-14トレセンリーグの結果により、グループを分ける。 

Aグループ：A1青森県（東北 1位）A2山形県（東北 4位）A3宮城県（東北 5位） 

Bグループ：B1岩手県（東北 2位）B2秋田県（東北 3位）B3福島県（東北 6位） 

※天候のため時間を変更しております。 

【10月 13日（日）グループリーグ】（松島フットボールセンターピッチ） 

15：00～ A1－A3 B1－B3 

17：00～ A3－A2 B3－B2 

19：00～ A2－A1 B2－B1 

 【10月 14日（月）順位決定戦】  

08：45～ [5・6位決定戦] （ベガルタ仙台泉パークタウンサッカー場） 

10：00～ [3・4位決定戦] （ベガルタ仙台泉パークタウンサッカー場） 

13：00～ [決勝戦]     （ユアテックスタジアム仙台） 

15．備 考  (1)  ユニフォームは各県正副 2着用意すること。 

(2) 背番号は 1～16 の通し番号とし、必ず参加申込書に登録された選手固有の番号を

付けること。ただし、ゴールキーパーは 1番と 12番の背番号とする。 

(3)  大会中、登録された選手は、必ず試合に出場すること。 

(4)  試合球は、モルテン公認球を使用する。 

16．宿  泊  各県サッカー協会で確保をお願います。 

17．担 当 （一社）東北サッカー協会 鈴木 武一 

 


